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第１章 はじめに 

 

目的 

この「震災時対応の考え方」は、県立境川遊水地公園の有する防

災機能を遺憾なく発揮させるために、県及び指定管理者が取るべき

具体的な対応をまとめ、情報を共有して、平常時から常に備えるた

めに作成したものである。 

記述の時点と

範囲 

地震発生から３時間後までを「初動時」、地震発生から３日後ま

でを「緊急時」、それ以降を「復旧･復興時」とする。 

平常時から、指定管理者が震災に対する備えについて実施すべき

ものについても記載している。 

 

記述の更新 

作成に当たっては、「横浜市地域防災計画」との整合を図るとと

もに、県立境川遊水地公園の持つ特性に合わせた記述となるよう努

めた。 

この「震災時対応の考え方」は、地域防災計画や公園整備計画等

の改定に合わせて適宜更新するとともに、関連市（横浜・藤沢）や

地域住民との協働などを通じて得られた知見を基に、改良に努める

ものとする。 

第２章 県立境川遊水地公園の位置づけ 

 ２－１ 各種計画での位置づけ 

(1)神奈川県地域防災計画 

地震災害対策の計画的な推進、都市の安全性の向上、災害時応急活動事前

対策の充実、災害時の応急活動対策、復旧・復興対策、東海地震に関する事

前対策の６章から構成されている。 

関連する記述は以下の２箇所である。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県地域防災計画（地震災害対策計画）平成24年4月 

第２章 都市の安全性の向上 

  第２節 防災空間の確保 

○  県は、県立都市公園の新規整備及び既存公園の拡充を推進するとともに、防災

拠点となる都市公園については、市町村との役割分担を踏まえて施設整備（入口

部等への太陽光発電の照明設備、非常用電源設備、情報通信設備、飲料水・消火

用水確保施設、備蓄倉庫、災害時の諸活動の拠点となる管理事務所等）を進める

とともに、バリアフリー化の取組を進めます。 

○  県は、市町村、防災関係機関、地域住民と連携・調整し、県立都市公園ごとに

来園者の避難誘導や避難者の受入対策などについて検討し、マニュアルづくりや

防災訓練の実施に取り組みます。 

第３章 災害時応急活動事前対策の充実 

  第５節 避難対策 

○  県は、市町村、防災関係機関、地域住民と連携・調整し、県立都市公園ごとに

来園者の避難誘導や避難者の受入対策などについて検討し、マニュアルづくりや

防災訓練の実施に取り組みます。（再掲） 
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 (2)関連市（横浜市）地域防災計画 

① 境川遊水地公園の指定、協定等の状況（平成25年３月現在） 

項 目 指定状況 備 考 

避難関係 指定なし  

救助・救援活動

関係 
指定なし  
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② 境川遊水地公園周辺の防災関連施設の配置図 
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③ 境川遊水地公園周辺の指定施設 
区分 施設名称 役割、設備、機能 

広域避難場所 

 

米軍瀬谷通信隊  地震に伴う大火災が発生したときに、熱や

煙から生命や身体を守るために一時的に避難

する場所。 

地域防災拠点 

 

中和田南小学校 災害によって、家が倒壊して住む場所がな

くなった場合などに、一定期間避難生活を送

る場所。防災備蓄倉庫が設置されていて、食

料や資機材が備蓄されている。 

 

２－２ 関係者の役割 

(1) 神奈川県地域防災計画における県と市町村の責務 
県：包括的な広域的自治体として、県土並びに県民の生命、身体及び財産を

地震被害から保護するため、関係機関の協力を得て防災活動を実施する

とともに、市町村等が処理する防災に関する事務又は業務の実施を支援

し、その総合調整を行う。 

市町村：防災の第一義的責任を有する基礎的な自治体として、市町村地域並

びに地域住民の生命、身体及び財産を地震被害から保護するため、

関係機関の協力を得て防災活動を実施する。 

事 務 又 は 業 務 (抜粋) 県 市町村 

組織の整備、知識の普及・教育、訓練の実施 ○ ○ 

防災施設の整備、防災に必要な物資・資機材の備蓄 ○ ○ 

地震に関する情報の収集、伝達及び広報 ○ ○ 

被災者に対する救助及び救護 ※ ○ 

避難対策  ○ 

消防活動その他の応急措置  ○ 

緊急輸送の確保、交通規制、その他社会秩序の維持 ○  

※市町村への応援、災害救助法に基づく被災者の救助 
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(2)県立都市公園内で想定される役割分担 

事務又は業務 
指定 

管理者 

設置管理許可

施設等※ 

県藤沢土木 

事務所 
関連市 

被災状況等の把握 ◎公園内 ◎施設内 ◎管内 ◎市内 

園内への情報提供 ◎ ◎施設内 ○ ○ 

公園利用者の 

避難誘導 
◎ ◎施設内  ◎公園外 

周辺住民の 

避難誘導 
   ◎市内 

園内負傷者への 

救急措置 
○応急措置 

◎ 

施設内 

応急措置 

 ◎ 

公園施設の提供 ― ― ―  

避難場所の運営 ― ― ― ◎ 

必要物資の提供 ○ ○  ◎ 

救助・救援活動 

への支援 
○ ○ ○ ○ 

公園施設の復旧 ◎応急措置 ◎施設内 ◎本格復旧  

平常時 維持管理 ◎ ◎施設内 ○  

  意識向上、 

行動訓練 
◎ ◎施設内 ○ ○ 

◎：主体的な活動、○：協力、支援、連携する活動 

※ 設置管理許可施設がある場合の施設管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域防災計画を基に想定した公園内での役割分担だが、被災時には状況に

応じて県民、利用者の安全や生活の確保を第一に、それぞれが臨機応変に対

応するものとする。 
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(3) 県藤沢土木事務所の配備基準 

  配備基準 配備体制 要  員 参集の有無 

管
内
震
度 

  

第１次応急要員 

配備基準に

応じて要員

が 参 集 す

る。 

津波警報 

県
内
震
度 

  
第２次応急要員 

県内に大規模な 

災害が発生 

 
第１次本部要員 

  

第２次本部要員 

（全職員） 県内全域に 

大規模な災害が発生 

津波警報 

 

【東海地震に関する配備】 

注意情報の発表  第２次本部要員 

（全職員） 自己所属   
予知情報の発表 

※この配備基準は、「地震時行動マニュアル（案）神奈川県県土整備局」に記載されて

いる県土木事務所等の配備基準（一部抜粋）を示したもので、参考までに記載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次本部体制 

震度５強 第２次応急体制 

第１次本部体制 

６弱以上 

第２次本部体制 

震度５弱 
第１次応急体制 
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第３章 震災時対応 

 ３－１震災発生時の対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●    

 

 

 

 

※ 本公園は、夜間利用制限を行うこととしており、原則として午後6時から翌日8時

30分までは立入禁止とし、門扉の閉鎖施錠を行っています。 

〔初動時〕園内ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、避難誘導 

〔緊急時〕応急対策業務 

地震発生 
 

復旧・復興時 

〔初動時〕管理事務所初動体制確立 

〔平常時〕防災への取組 

 

「勤務時間内」  震度５以上 
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３－２ 指定管理者の対応体制 

（１） 初動時の配備体制 

※勤務時間内に震度５以上の地震が発生した場合、来園者の安全を確保す
るため、最低限次の体制を確保すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市泉区または戸塚区または藤沢市で 

震度５弱以上または東海地震注意・予知情報 
 

県内どこかで 

震度５強以上または大規模な災害が発生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係 主な業務 

連絡係 情報の収集と報告 

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係 園内巡視、被害状況把握、来園者誘導、応急対策実施等 

支援係 管理事務所での建物点検、救護、物資の管理、等 

 ※各係の人員等については、指定管理者において適切に配置すること。 

 

総括責任者 

連絡係 支援係 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係 

次席責任者 

勤務時間内 震度５以上 

 

横浜市泉区または戸塚区または藤沢市で 震度４ 

30分以内にパトロールを開始、終了次第、異常があれば、県藤沢土木事務所

へ報告 

 

勤務時間内 震度４ 
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(2) 時系列別の対応 

  
  

●初動体制報告 

【連絡係】 
・地震発生から、昼間30分を目途として、県藤沢土木事務所に

初動体制等を報告する。→ 報告様式１ 

●情報収集、園内情報伝達 

【支援係】 

・テレビなどから集めた情報を、掲示等で園内に伝える。 

→ 情報提供様式 

・園内施設と連絡を取り、被災状況、避難誘導などの情報を共

有し、対応を調整する。 

●管理事務所の安全確認と機能回復 

【支援係】 

 

・建物本体と設備の安全、稼動状況を確認する。 

・電力、通信機能、水等を確保する。 

○停電時は自家発電設備の稼動、燃料や電池の在庫確認 

○内外への通信機能の確認 

○備蓄している水等の確認、配給準備 

●負傷者への応急措置 

【支援係】 

・負傷者への応急措置を行う。 

・更なる手当てが必要な場合は、市の救護所への行き方を教

え、周囲の方々に随行・搬送を呼びかける。 

①①  〔〔初初動動時時（（地地震震発発生生かからら33時時間間後後ままでで））〕〕  管管理理事事務務所所体体制制確確立立  



- 11 - 

 

 

 

 

人命優先・被害拡大防止を第一に  

●被災状況把握 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 

・初動体制確立後１時間以内を目処に、要点検箇所を巡視し、

被災状況と利用状況を把握し、連絡係に報告する。 

・把握した情報を図面上に取りまとめる。 

（情報収集はパトロールにより行うことが望ましいが、周辺状

況などを考慮し、パトロールを実施するかどうかの判断を行

う。） 

●応急措置 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 

・危険箇所には即時の対応を行う。人命に関わる危険区域、被

害拡大の恐れがある区域等に、バリケード設置等を行い、立

入防止措置を取る。 

・河川敷については、閉鎖することを原則とする。 

●利用者避難誘導 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 

 

 

 

 

 

【支援係】 

・自宅や広域避難場所等への移動が危険な場合等は、安全の確

認された広場等で様子を見るように誘導する。 

・直近の広域避難場所等へ移動するよう案内する。 

・周囲の道路状況等を伝えて、車での移動を控えるよう周知す

る。 

 

・支援係は,園内放送などで上記内容を呼びかける。 

●工事現場の対応（施工中の場合） 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 ・施工業者との協力により、現場の安全確保を行う。 

②②〔〔初初動動時時（（地地震震発発生生かからら33時時間間後後ままでで））〕〕  

園内パトロール、避難誘導 
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●被災状況、体制等の状況報告 

【連絡係】 

・初動時報告後は、原則として午前と午後に各１回の報告を行

う。→ 報告様式２ 

・日没までに職員の泊込み体制の有無等を報告する。 

●応急対策・利用者対応の継続 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 

・危険度、被害拡大の緊急度の高いものから順次、対策を充実

強化させていく。 

・利用者については、近くの広域避難場所等への移動を案内す

る。 

・交通機関の状況、広域避難場所への徒歩経路などの情報を提

供する。 

●利用者対応の継続 

【支援係】 

・負傷者への救急措置を継続する。 

・放送、掲示等により、交通機関の状況や地域防災拠点等への

移動経路などの情報提供を行う。 

・必要に応じ、関連市と連携を取り、飲料水等の配布を行う。 

●救助･救援活動への支援 

【ﾊﾟﾄﾛｰﾙ係】 
・現場の状況により、利用者や車両の立入禁止区域を設定す

る。 

③〔緊急時（地震発生後から3日間）〕 応急対策業務 
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３－３ 公園施設の状況 

（１） 公園施設状況 

 ※当公園は、遊水地の上部空間を利用していることから、周囲をフェンスで囲い、

夜間の利用はできない。 

  公園管理事務所については、河川施設であるため、震災対応施設として利用する

場合は、藤沢土木事務所との調整が必要となる。 

 

（2）物資の備蓄状況                平成25年12月現在 

 

その他  指定管理者が設置管理許可で設置した自販機（飲料水） 2台 

 

対象とする滞留者想定人数※1：253名 

（避難所への誘導を基本とするが、想定人数について参考までに示す。） 

※１ 滞留者想定人数については、公園利用者が交通機関の途絶などで公園内か

ら移動が困難になった人数のことです。県都市公園課が年間利用者数から想

定したもので、参考数字として示すものです。 

 

公園施設 施設規模、仕様等 想定される利活用 

管理事務所 ＲＣ2階建、延床400㎡、トイレ  遊水地の情報センタ

ー 

多目的ｸﾞﾗｳ ﾝ

ﾄﾞ、野球場 

多目的 グラウンド105m×68m 

野球場 2面（A面両翼75m、B面両翼66m） 

遊水地 

駐車場 俣野 普通車66台、下飯田 普通車107

台、情報センター 普通車15台  

緊急車両駐車、物資

置場 

トイレ 便益施設多目的トイレ：男大1小2女2、ポ

ケットパーク：男大1小1女1、シャワー

棟：1箇所、俣野遊水地公衆便所：1箇所 

 

園内の保有量 寝具(毛布)120枚、飲料水500ml 48本、乾電池（単一）240個、

非常食（職員用）数十食 
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第４章 指定管理者が行う平常時における防災への取組 

４－１ 震災時利活用施設等の維持管理 

（1）施設の日常点検 

・基本的に月１回、震災時のパトロールコースを、異状の有無や動作等を確

認しながら巡回する。 

（2）備品類の日常点検 

・毎年１回以上、動作や残量の確認等の総点検を行い、必要な交換や更新を

行う。 

・防災対策に常備しておくべき資機材及び救急医薬品はリストを作成し、管

理事務所の分かりやすい場所に保管する。 

・通常業務に使用するものは、使用後に必ず保管場所に戻す。別の場所に保

管する場合は所在を記入した案内図を備えつけ、非常時に確実に使用でき

るようにする。 

４－２ 意識向上と行動訓練 

（1）意識向上の取組 

①指定管理者職員の意識向上 

・職員各自が震災対応について理解しておく。 

・家族との連絡方法や個人として参集時に持参するものは常時から備え

て、緊急時には災害対応に専念できるようにする。 

・常に防災関連情報の収集を心がけ、防災に関連する講習や研修会に参

加することが望ましい。（救命講習、ＡＥＤ講習等） 

②利用者・近隣住民への働きかけ 

・公園の震災時対応についての情報の周知、普及について検討する。 

（2）行動訓練 

①指定管理者職員 

・震災時公園利用者の避難誘導や救急活動等の訓練を実施する。（年１

回以上） 

② 関連市等（自主防災組織等）との連携 

・意見交換 

定期的に震災時対応についての意見交換の機会を持ち、施設の改修や

社会状況の変化に応じたマニュアルの見直し等を協議する。 

・初動対応 

施設の解錠施錠や避難車両誘導等について協議し、初動対応の協力体

制を確立する。 

・共同での訓練、体験イベント 

藤沢市・横浜市と共同で行うなど、初動対応訓練の実施を検討する。

より多くの参加に向け、炊き出し体験や施設利用体験などを含んだ住民

参加イベントの開催も検討する。 

年１回以上の共同訓練や体験イベントの開催が望ましい。 
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報告様式１（初動体制） 

境川遊水地公園→藤沢土木事務所 

 

○月○日（ ） ○時○分 現在 

 

△ 時△分 境川遊水地公園現地対策本部設置 参集人員□□□以下○名 

 

管理事務所：職員軽いケガ１名、利用者軽いケガ２名 

        建物の安全は確認 

        停電で自家発作動準備中、有線電話不通、利用者７名を室内で保護 

 

管理事務所周辺：園路広場の舗装に亀裂、周辺からの避難者はまだいない。 

 

報告様式２（被災状況） 

境川遊水地公園→藤沢土木事務所 

 

○月○日（ ） ○時○分 現在 

 

△ 時△分 境川遊水地公園現地対策本部設置 参集人員□□□以下○名 

 

被災状況 

箇 所 被災状況 利用状況 対応状況 

    

    

    

    

 

利用状況：利用者及び避難者 園内に約○人、駐車車両○台 

 

避難状況：避難住民○名、さらに増える見込み、避難所は未開設 

 

（簡単な図を添付） 
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情報提供様式 

（園内へ広報する内容） 

 

○月○日（ ） ○時○分  地震の規模 Ｍ○．○  震源地 ○○ 

 

各地の震度  震度７  ○○ 

       震度６弱  ○○、○○ 

       震度５強  ○○、○○、○○、○○、○○ 

 

大津波警報  第１波 ○時○分、○○で○ｍ 

                △△で△ｍ 

 

交通被害   ＪＲ東海道線 全線不通、相模線 全線不通 

小田急線小田原線 全線不通、江ノ島線 全線不通 

道路…… 

        

避難関係   ○○市 避難勧告、指示、収容施設 

 

市の応急対策  

給水及び給食、電気・ガス・水道等による二次災害の防止、防疫、臨

時災害相談所の開設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


